
マタイ福音書の八つの幸いの箇所の文学的な構造を分析した
い。ヘブル詩の文学形式の並行法のように、並行しているよう
に見えます。

 

心の貧しい者から義のために迫害されている者までの８つの文章に1-8まで
の番号を振ります。さらに「～の者」をa、「～だからです」をbとしま
す。

 

1a-8bまでの並び方を考えます。  

1a,2a,3aは、へりくだる者が自己吟味する。象徴的には「断食」。6:16-
18の偽善者の反対。

 

5a,6a,7aは、赦された者が他人を憐れむ。象徴的には「施し」。6:1-4の偽
善者の反対。

 

マタイの福音書の「八つの幸い」の文学的構造を分析してみましょう。

まず、8つの文を番号付けし、「～の者」をa、「～だからです」をbとします。

1a: 心の貧しい者
2a: 悲しむ者
3a: 柔和な者
4a: 義に飢え渇く者
5a: 憐れみ深い者
6a: 心の清い者
7a: 平和を作る者
8a: 義のために迫害されている者

1b: 天の御国はその人たちのものだからです
2b: その人たちは慰められるからです
3b: その人たちは地を受け継ぐからです
4b: その人たちは満ち足りるからです
5b: その人たちは憐れみを受けるからです
6b: その人たちは神を見るからです
7b: その人たちは神の子と呼ばれるからです
8b: 天の御国はその人たちのものだからです

あなたの指摘通り、1a、2a、3aは自己吟味するへりくだる者を示しています。これらは内面的な態度や心の状
態に焦点を当てており、象徴的には「断食」に関連付けられます（マタイ6:16-18の偽善者の反対）。

一方、5a、6a、7aは他人を憐れむ赦された者を示しています。これらは他者への行為や関係性に焦点を当て、
象徴的には「施し」に関連付けられます（マタイ6:1-4の偽善者の反対）。

このように、八つの幸いは以下のような並行的な構造を持つと考えられます：

内面的な徳（1a-3a）: へりくだり、悲しみ、柔和さ。自己の内面を見つめ、神に依存する姿勢。



転換点（4a）: 義に飢え渇く者。内面から外面への移行を示唆。
外面的な徳（5a-7a）: 憐れみ深さ、心の清さ、平和を作ること。他者への愛や行為。

また、8aは迫害されている者として、再び内面的な信仰の堅さを強調しています。

この構造は、ヘブル詩の並行法の特徴である「同義並行法」や「対照並行法」を用いて、教えを強調していま
す。

さらに、マタイ6章での偽善者の記述と対比することで、真の信仰と偽りの信仰を鮮明に描き出しています。偽
善者たちは外見的な行為で自分を誇示しますが、八つの幸いで示される者たちは内面の変化と真実な行為に重き
を置いています。

このような文学的分析を通じて、八つの幸いが持つ深いメッセージと、その構造の巧みさを理解することができ
ます。

4aは、5a-7aの義なる行動、8aは、試練により信仰が試される
ことで1a-3a。クロスしていますね。

 

おっしゃる通り、4aと8aは八つの幸いの中で特別な役割を果たし、構造的にクロスしています。

4a（義に飢え渇く者）は、1a-3aの内面的な自己吟味から、5a-7aの外面的な義なる行動への橋渡しとなっ
ています。内面的な謙遜と悔い改めから生まれる「義に対する飢え渇き」は、具体的な行動として他者への
憐れみや平和の実現につながります。
一方、8a（義のために迫害されている者）は、5a-7aで示された義なる行動を実践することによって生じる
試練や迫害を表しています。これらの試練は、再び1a-3aの内面的な信仰と謙遜を強化し、信仰が試される
プロセスとなります。

このように、4aと8aがクロスすることで、以下のような循環的かつ並行的な構造が見えてきます。

1. 内面的な自己吟味（1a-3a）：心の貧しさ、悲しみ、柔和さ。神への依存と自己の限界の認識。
2. 転換点（4a）：義に飢え渇くこと。内面的な渇望が外面的な行動への動機となる。
3. 外面的な義なる行動（5a-7a）：憐れみ深さ、心の清さ、平和を作ること。他者への愛と実践。
4. 試練と信仰の強化（8a）：義のための迫害。試練を通じて信仰が試され、内面的な成熟が促される。

この構造は、信仰者の成長プロセスを示しています。内面的な変化が外面的な行動に影響を与え、その行動がさ
らなる試練を招くことで、信仰が深化していくというサイクルです。

また、このクロスするパターンは、ヘブル詩の並行法とも関連し、テーマやモチーフが交差しながら進行する文
学的な技巧を示しています。これにより、メッセージの深みと複雑性が増し、読者に対して多層的な理解を促し
ます。

したがって、八つの幸いは単なる箇条書きではなく、緻密に構成された文学作品であり、その構造を分析するこ
とで、より深い神学的・霊的な洞察が得られます。

義に飢え渇く者は、Prv 21:21 にあるように、義を追い求める
者。義のために追われる者（迫害）と並行しています

 



おっしゃるとおり、「義に飢え渇く者」（4a）は、箴言21章21節にあるように「義を追い求める者」を指して
います。一方、「義のために迫害されている者」（8a）は「義のために追われる者」とも解釈できます。ここ
で、「義を追い求める者」と「義のために追われる者」という対照的な関係が見られ、両者は「義」を中心に並
行しています。

この並行性は、八つの幸いの構造において重要な意味を持ちます。

1. 追い求める者（4a）：義に飢え渇く者は、内面的な熱望を持ち、積極的に義を追求します。これは信仰者
の成長や成熟を象徴しています。

2. 追われる者（8a）：義のために迫害されている者は、義を実践するゆえに外部からの試練や迫害を受けま
す。これは信仰の試練と忍耐を象徴しています。

このように、4aと8aは互いに補完的な関係にあり、信仰のプロセスを包括的に表現しています。義を追い求め
ることは、やがて義のために迫害を受ける可能性を含んでおり、これは信仰者が避けられない現実でもありま
す。

また、この並行性は八つの幸い全体の構造にも影響を与えています。

内面的な渇望（1a-4a）：心の貧しさ、悲しみ、柔和さ、そして義に飢え渇くこと。これは自己吟味と神へ
の依存を表します。
外面的な実践（5a-7a）：憐れみ深さ、心の清さ、平和を作ること。他者への愛と義の実践を表します。
試練と報い（8a-8b）：義のための迫害と、それに対する天の御国という報い。信仰の試練と最終的な救い
を示しています。

この構造は、信仰者の成長サイクルを示唆しています。内面的な義の追求が外面的な実践へとつながり、その結
果として試練や迫害を経験し、さらなる信仰の深化が促されます。

さらに、ヘブル詩の並行法の視点から見ると、同義並行法と対照並行法が巧みに組み合わされ、メッセージの強
調と深みが増しています。例えば、義を「追い求める者」と「追われる者」の対比は、読者に対して義の追求が
持つ多面的な意味を伝えています。

あなたのご指摘により、八つの幸いにおける4aと8aの密接な関係が明確になり、全体の構造理解が深化しまし
た。これにより、八つの幸いが信仰者に求める内面的・外面的な姿勢と、その結果としての試練や報いを総合的
に理解することができます。

bの方は、同じ文章の1bと8bに囲まれて、2b-4bは、受けるも
の、相続分。5b-7bは、受ける人、相続人。

 

あなたのご指摘は非常に鋭く、八つの幸いの「b」の部分（報いの約束）にも明確な構造が存在することを示し
ています。

1bと8bは同じ文章で、「天の御国はその人たちのものだからです」となっています。これらが全体を囲むよう
に配置され、2b-7bを包み込んでいます。

ここで、2b-4bと5b-7bに注目すると、次のような違いが見られます。

2b-4b（受けるもの、相続分）：
2b：「その人たちは慰められるからです」
3b：「その人たちは地を受け継ぐからです」
4b：「その人たちは満ち足りるからです」



これらは、信仰者が受け取る具体的な「報酬」や「相続分」を示しています。
5b-7b（受ける人、相続人）：

5b：「その人たちは憐れみを受けるからです」
6b：「その人たちは神を見るからです」
7b：「その人たちは神の子と呼ばれるからです」
これらは、信仰者自身の身分や関係性の変化、つまり「相続人」としての地位を示しています。

この構造は、八つの幸いの報いが「外的な祝福」と「内的な身分の変化」の両面で与えられることを示唆してい
ます。

詳細な分析：

1. 1bと8bの共通点：
両方とも「天の御国はその人たちのものだからです」と述べ、全体を包括するテーマとして「天の御
国の所有」を強調しています。
これにより、八つの幸い全体が天の御国への道筋であることを示しています。

2. 2b-4b：具体的な報酬（受けるもの、相続分）：
2b：「その人たちは慰められるからです」
悲しむ者への神からの慰め。
3b：「その人たちは地を受け継ぐからです」
柔和な者への物質的・精神的な祝福。
4b：「その人たちは満ち足りるからです」
義に飢え渇く者への満足と充足。

3. 5b-7b：身分の変化（受ける人、相続人）：
5b：「その人たちは憐れみを受けるからです」
憐れみ深い者が神から同じように憐れみを受ける。
6b：「その人たちは神を見るからです」
心の清い者が神との直接的な関係を持つ。
7b：「その人たちは神の子と呼ばれるからです」
平和を作る者が神の家族の一員として認められる。

この構造の意義：

包囲構造：1bと8bが同じ文章で全体を囲むことにより、八つの幸いが一つのまとまりであり、その中心
テーマが「天の御国」であることを強調しています。
進行的な祝福：

2b-4bでは、信仰者が受け取る「報酬」が主に現世や内面的な満足に焦点を当てています。
5b-7bでは、信仰者の「身分」や「関係性」の変化、すなわち神とのより深い関係に焦点が移りま
す。

信仰の深化：



最初の段階では、神からの慰めや満足を受け取り、次の段階では神との直接的な関係や身分の変化が
与えられます。
これは信仰者の成長プロセスを象徴しており、初歩的な祝福からより深い霊的な祝福へと進んでいく
様子を描いています。

まとめ：

あなたの観察は、八つの幸いの「b」の部分にも精巧な文学的構造があることを明らかにしました。この構造
は、信仰者が受け取る祝福が単に外的な報酬だけでなく、内面的な変化や神との関係性の深化を含むものである
ことを示しています。

このような分析を通じて、八つの幸いが持つ深遠なメッセージと、その巧みな構成をより深く理解することがで
きます。また、ヘブル詩の並行法とも関連し、内容と形式が調和した文学作品であることが一層明確になりま
す。

補足：

ヘブル詩の並行法：この構造は、ヘブル詩における「包囲並行法」や「同心円構造」とも関連しています。
中心となるテーマやメッセージを強調するために、同じ表現や類似の構造で文章を包み込む手法です。
神学的な意味：1bと8bで天の御国が約束されていることは、信仰者の最終的な目的地と報いを示していま
す。その間にある祝福は、その旅路で得られる恵みや成長を表しています。

このように、八つの幸いは単なる倫理的な教えではなく、深い文学的・神学的な構造を持つテキストであり、そ
の分析を通じて私たちはより豊かな理解と洞察を得ることができます。

マタイ福音書の主要テーマ「悔い改めなさい。天の御国が近づ
いたから」という宣言分の、「悔い改めなさい」がa、「天の御
国が近づいたから」がbで表されています

 

ご指摘のとおり、マタイの福音書における「八つの幸い」の構造は、福音書全体の主要テーマである「悔い改め
なさい。天の御国が近づいたから」（マタイ4:17）という宣言と深く関連しています。

この宣言を分解すると：

「悔い改めなさい」：これは人々に対する呼びかけであり、内面的な変化や行動の転換を促すものです。こ
れが「八つの幸い」のa部分（1a-8a）に対応します。
「天の御国が近づいたから」：これはその理由や動機を示す部分であり、神の国の到来という希望を提供
します。これが「八つの幸い」のb部分（1b-8b）に対応します。

具体的な対応関係：

a部分（1a-8a）：「心の貧しい者」「悲しむ者」「柔和な者」など、人々に求められる内面的な態度や行
動を示しています。これは「悔い改め」の具体的な姿を表しています。
b部分（1b-8b）：「天の御国はその人たちのものだからです」「その人たちは慰められるからです」な
ど、これらの態度や行動を取る理由や約束された報いを示しています。これは「天の御国が近づいたから」
という動機づけに対応します。



さらに深い分析：

包囲構造の強調：1bと8bが同じ文言で「天の御国はその人たちのものだからです」と締めくくられてお
り、これが全体を包み込む形で配置されています。これにより、最初から最後まで一貫して「天の御国」が
中心テーマであることが強調されています。
悔い改めと報いの連結：a部分で示される内面的な変化や行動（悔い改め）が、b部分での報い（天の御国
の到来）と直接的に結びついています。これは、悔い改めが単なる自己否定ではなく、具体的な希望と約束
に根ざしていることを示しています。

ヘブル詩の並行法との関連：

この構造は、ヘブル詩の特徴である「同義並行法」や「対照並行法」を用いて、メッセージを強調してい
ます。a部分とb部分が互いに対応し、一つの完全な思想を形成しています。
例：

「悲しむ者（a）」 ←→ 「その人たちは慰められるからです（b）」
悲しみと慰めの対応。
「心の清い者（a）」 ←→ 「その人たちは神を見るからです（b）」
清さと神を見ることの対応。

神学的な意義：

悔い改めの重要性：マタイの福音書は、悔い改めを通じて天の御国に入る道を示しています。八つの幸い
は、その具体的な生き方と態度を詳細に説明しています。
天の御国の現実性：b部分で繰り返される約束は、天の御国が現実に近づいていることを強調し、信仰者に
希望を与えています。

まとめ：

「八つの幸い」のaとbの構造は、マタイの福音書全体の主要テーマである「悔い改めなさい。天の御国が近づい
たから」という宣言と密接に結びついています。この文学的構造を理解することで、マタイが伝えようとした
メッセージの深さと、その巧みな表現方法をより深く味わうことができます。

参考：

マタイ4:17：「このときから、イエスは宣教を開始して言われた。『悔い改めなさい。天の御国が近づい
たから。』」
ヘブル詩の並行法：詩的表現において、2つの節が互いに関連し、意味を強調・拡大・対照させる技法。

この分析を通じて、マタイの福音書が持つ文学的な美しさと神学的な深みをより深く理解する手助けとなれば幸
いです。

この後に、8aが強調されて教えが続きます。内面的な自己吟味
（1a-3a）と義のために追われる者（8a）は、地の塩のたと
え、外面的な義なる行動（5a-7a）と義を追い求める者
（4a）、世の光のたとえだと分析しました。

 



ご指摘のとおり、八つの幸いの後に、8a（義のために迫害されている者）が強調され、教えが続いています。こ
の流れの中で、内面的な自己吟味（1a-3a）と義のために追われる者（8a）は「地の塩」のたとえに、外面的な
義なる行動（5a-7a）と義を追い求める者（4a）は「世の光」のたとえに対応しているという分析は非常に興味
深く、深い洞察を含んでいます。

1. 内面的な自己吟味と「地の塩」のたとえ（マタイ5:13）

1a-3a（心の貧しい者、悲しむ者、柔和な者）と8a（義のために迫害されている者）は、信仰者の内面的な
態度や自己吟味を強調しています。これらの特質は、謙遜、悔い改め、忍耐など、内面的な品性を反映して
います。
「地の塩」のたとえは、これらの内面的な特質を持つ信仰者が、世界において重要な役割を果たすことを
示しています。塩は保存や味付けに使われ、その存在自体が目立たないものの、欠かせない存在です。同様
に、内面的に整えられた信仰者は、社会の道徳的な腐敗を防ぎ、隠れたところで影響を与えます。
迫害に直面しても、信仰を守り続ける者は、塩がその味を失わないように、自らの信仰の「味」を保ちま
す。これは、内面的な強さと純粋さが試練の中で試され、磨かれることを示しています。

2. 外面的な義なる行動と「世の光」のたとえ（マタイ5:14-16）

5a-7a（憐れみ深い者、心の清い者、平和を作る者）と4a（義に飢え渇く者）は、他者に対する外面的な行
動や実践的な義を強調しています。これらは、具体的な行為を通じて神の愛と義を示すことを示唆していま
す。
「世の光」のたとえは、信仰者がその善い行いを通じて、周囲に光をもたらすことを示しています。光は暗
闇を照らし、人々の進むべき道を示します。信仰者の善行は、人々を神に導く役割を果たします。
義を追い求める者は、その熱心さと行動によって、他者に影響を与え、社会における神の義の実現に貢献
します。これは、信仰が内面的なものだけでなく、外面的な行動として現れるべきであることを強調してい
ます。

3. 全体的な構造とメッセージの深化

八つの幸いから「地の塩」と「世の光」への流れ：イエスは八つの幸いで信仰者の内面的な特質と外面的
な行動について教えた後、それらが世界においてどのような影響を持つべきかを「地の塩」と「世の光」
のたとえを用いて説明しています。
内面と外面の統合：内面的な自己吟味と外面的な義なる行動は切り離せないものであり、信仰者はその両
方を持つことで、真に世界に影響を与えることができます。
迫害と使命：8aの強調は、信仰者が義のために迫害を受けることが予期される一方で、その中でも「塩」
としての役割を果たすことが求められていることを示しています。

4. 神学的な意義

信仰の実践：この構造は、信仰が単なる内面的な信条や感情ではなく、具体的な行動と社会への影響を伴
うものであることを示しています。
世界への影響力：信仰者は世界の中で「塩」と「光」として存在し、その存在自体が神の国の到来を証し
します。
試練と希望：迫害や試練があっても、それらは信仰者を強め、より深い使命へと導く機会となります。



5. まとめ

あなたの分析は、八つの幸いとその後に続くイエスの教えが、緻密な文学的構造と深い神学的意義を持っている
ことを明らかにしています。内面的な自己吟味と迫害に耐える信仰者が「地の塩」として世界に影響を与え、外
面的な義なる行動を実践する信仰者が「世の光」として人々を神に導くという理解は、マタイの福音書全体の
テーマと一致しています。

この視点から読むことで、マタイの福音書が伝えようとするメッセージの一貫性と深さをより深く味わうことが
でき、信仰者としての生き方について新たな洞察を得ることができます。

補足：

マタイ5:13-16：これらの節でイエスは「あなたがたは地の塩です」「あなたがたは世の光です」と述べ、
弟子たちが持つべき影響力と責任を強調しています。
ヘブル詩の並行法との関連：この分析は、マタイの福音書がヘブル文学の伝統を継承し、詩的で並行的な
構造を用いて深いメッセージを伝えていることを示しています。
実践への招待：これらの教えは、現代の読者に対しても、内面的な信仰の深化と外面的な行動の両方を追
求するよう促しています。

あなたの洞察が、さらなる学びと信仰の成長につながることを願っています。

ヤコブの手紙には、山上の説教を連想する教えがたくさん書か
れていますが、その出だしは、この8a 8bが元になっていると思
われます。

 

私の兄弟たち。様々な試練にあうときはいつでも、この上もない喜びと思
いなさい。

 

試練に耐える人は幸いです。耐え抜いた人は、神を愛する者たちに約束さ
れた、いのちの冠を受けるからです。

 

ヤコブの手紙　1章2, 12節  

おっしゃるとおり、ヤコブの手紙には山上の説教（マタイ5章）の教えを連想させる箇所が多く見られます。特
に、ヤコブの手紙1章2節と12節は、八つの幸いの8a（義のために迫害されている者）と8b（天の御国はその人
たちのものだからです）に対応していると考えられます。

共通点の分析：

1. 試練に対する喜びの勧め：
ヤコブ1:2：「私の兄弟たち。さまざまな試練に会うときは、いつでもこの上もない喜びと思いなさ
い。」
マタイ5:11-12：「わたしのために人々があなたがたを侮辱し、迫害し、...喜びなさい。大いに喜びな
さい。天においてあなたがたの報いは大きいのだから。」



両者とも、試練や迫害に直面したときに「喜ぶ」べきだと教えています。これは信仰者が逆境においても希
望を持つべきであることを強調しています。

2. 試練に耐える者への祝福：
ヤコブ1:12：「試練に耐える人は幸いです。耐え抜いた人は、...いのちの冠を受けるからです。」
マタイ5:10：「義のために迫害されている者は幸いです。天の御国はその人たちのものだからで
す。」

ここでは、試練や迫害に耐える者が「幸い」であり、神からの報いを受けることが約束されています。

文学的構造の類似性：

「幸いです」という表現：
マタイの八つの幸いでは、「幸いです」という言葉が繰り返され、各教えの冒頭に配置されていま
す。
ヤコブの手紙でも、「試練に耐える人は幸いです」と同様の形式が使われています。

試練と報いの関連付け：
両者とも、試練に直面することと、それに対する神からの報いを密接に関連付けています。

神学的な共通テーマ：

1. 信仰の試練と成熟：
ヤコブ1:3-4では、「信仰の試練が忍耐を生み、...完全で何一つ欠けたところのない者となる」と述べ
られています。
マタイ5:48では、「だから、あなたがたは天の父が完全なように、完全でありなさい」と教えていま
す。

試練を通じて信仰が成熟し、神に似た完全さを追求することが強調されています。
2. 内面的な変革と外面的な行動：

ヤコブの手紙は、信仰が行いによって完成されるべきだと強調しています（ヤコブ2:17）。
山上の説教でも、内面的な義と外面的な行いの両方が重要視されています（マタイ5:16）。

結論：

ヤコブの手紙の冒頭部分は、八つの幸いの8aと8bを土台にしていると考えられます。試練に直面する信仰者に
対して、喜びと希望を持つように勧め、耐え忍ぶ者への神からの報いを約束しています。

このような共通点は、初期キリスト教における教えの一貫性を示しており、試練を通じて信仰が深化し、神との
関係が強められるというテーマが強調されています。

あなたの分析により、ヤコブの手紙とマタイの福音書の間にある深い関連性が明らかになり、聖書のメッセージ
をより深く理解することができます。この視点を持つことで、信仰者としての試練の意義と、それに対する正し
い態度を学ぶことができます。

参考聖句：



マタイ5:10-12：「義のために迫害されている者は幸いです...喜びなさい。大いに喜びなさい。天において
あなたがたの報いは大きいのだから。」
ヤコブ1:2,12：「さまざまな試練に会うときは...この上もない喜びと思いなさい。...試練に耐える人は幸い
です。...いのちの冠を受けるからです。」

この共通テーマを通じて、私たちは試練の中でも神への信頼を深め、最終的な報いを望み見ることができます。

そうですね、偽善との戦いですね。  

私の兄弟たち。だれかが自分には信仰があると言っても、その人に行いが
ないなら、何の役に立つでしょうか。そのような信仰がその人を救うこと
ができるでしょうか。

 

同じように、信仰も行いが伴わないなら、それだけでは死んだものです。  

ヤコブの手紙　2章14,17節  

おっしゃるとおり、偽善との戦いは、マタイの福音書の山上の説教やヤコブの手紙において中心的なテーマと
なっています。

1. 偽善との戦い：内面と外面の一致

マタイの福音書では、イエスは偽善者たち（主にパリサイ人や律法学者）を厳しく批判しています。彼らは
外面的な宗教的行為を行いながらも、内面的な義や愛に欠けていました。

マタイ6章では、施し、祈り、断食などの宗教的行為を人に見せるために行う偽善者たちに対して警告
しています。
マタイ23章では、律法学者とパリサイ人の偽善を「白く塗った墓」にたとえ、外側は美しく見えても
内側は汚れていると述べています。

ヤコブの手紙でも、信仰と行いの一致が強調されています。あなたが引用された箇所（ヤコブ2:14,17）
は、その核心を突いています。

ヤコブ2:14：「私の兄弟たち。だれかが自分には信仰があると言っても、その人に行いがないなら、
何の役に立つでしょうか。そのような信仰がその人を救うことができるでしょうか。」
ヤコブ2:17：「同じように、信仰も行いが伴わないなら、それだけでは死んだものです。」

これらの教えは、内面的な信仰と外面的な行動が一致しなければならないというメッセージを伝えています。口
先だけの信仰や、外見だけの宗教的行為は真の信仰ではないと強調されています。

2. 八つの幸いと偽善の対比

八つの幸いでは、内面的な態度（心の貧しさ、悲しみ、柔和さ）と外面的な行動（憐れみ深さ、平和を作
ること）が強調されています。これは偽善者たちの外見的な宗教行為と対照的です。
マタイ6章での偽善者の描写は、八つの幸いで示される真の信仰者の姿と対比されています。

偽善者：人に見せるために宗教的行為を行う。
真の信仰者：内面的な変革と神への真実な信仰に基づいて行動する。



3. ヤコブの手紙との関連性

ヤコブの手紙は、信仰が行いによって完成されるというテーマを持っています。これは、マタイの福音書で
の教えと強く共鳴しています。

信仰の実証：行いは信仰の結果であり、証明でもあります。
偽善の否定：行いのない信仰、または信仰のない行いは無意味である。

ヤコブ2:18では、「あなたは信仰を持っており、私は行いを持っています」という議論に対し、「行いの
ないあなたの信仰を私に見せてください。私は行いによって自分の信仰をあなたに見せます」と述べてい
ます。これは、信仰と行いの不可分性を強調しています。

4. 総合的な理解：偽善との戦いと信仰の実践

信仰の本質：内面の信仰が外面的な行動に現れるべきであり、その逆も然りです。これが欠けるとき、偽善
が生じます。
試練と行い：試練に耐えること（ヤコブ1章）や、義のために迫害されること（マタイ5:10）は、信仰の真
実さを示す機会であり、行いを通じて信仰が証明されます。
最終的な報い：行いを伴う真の信仰者には、神からの報いが約束されています。これは、八つの幸いのb部
分（報いの約束）や、ヤコブの手紙での「いのちの冠」の約束に反映されています。

5. 結論：偽善を避け、信仰を行いで示す

あなたの引用された箇所からも明らかなように、偽善との戦いは、初代教会から続く重要なテーマです。マタイ
の福音書やヤコブの手紙は、信仰者に対して内面と外面の一致、すなわち信仰を行いによって実践することを強
く求めています。

現代の適用：

自己吟味：自分の信仰が口先だけのものになっていないか、行いによって証明されているかを常に確認す
る。
謙遜な態度：他者に見せるためではなく、神の前での謙遜な心を持ち、行動する。
愛の実践：具体的な行いを通じて、神の愛と義を世に示す。

最終的に、偽善との戦いは、真の信仰者としての生き方を追求することに他なりません。内面的な信仰と外面的
な行いを一致させ、神の御心に適う歩みを続けることで、私たちは神からの祝福と報いを受けることができま
す。

参考聖句：

マタイ6:1：「自分の義を人の前で行って、彼らに見られるようにしないように注意しなさい。」
ヤコブ1:22：「御言葉を行う人になりなさい。自分を欺いて、ただ聞くだけの者であってはなりませ
ん。」

このように、聖書全体を通して、偽善を避け、信仰を具体的な行いで示すことが繰り返し教えられています。あ
なたの洞察が、さらなる霊的成長と実践的な信仰生活の励ましとなることを願っています。



マタイ福音書23章には、偽善者との最終決戦が書かれていま
す。

 

おっしゃるとおり、マタイの福音書23章は、偽善者たちとの最終的な対決が描かれています。ここでイエスは、
律法学者とパリサイ人たちに対して、厳しい非難を投げかけています。

1. マタイ23章の概要と偽善者への非難

マタイ23章では、イエスは群衆と弟子たちに向かって、律法学者とパリサイ人たちの偽善を指摘します。彼らは
律法の専門家でありながら、その教えを実践せず、自らの権威と地位を誇示していました。

イエスは、「彼らの言うことは行いなさい。しかし、彼らの行いをまねてはいけません」と警告し、以下のよう
な偽善の特徴を列挙しています。

重い荷を人々に負わせるが、自分では指一本も動かさない。
人々に見せるために善行を行い、広い経札と長い房を身につける。
上席や尊敬の挨拶を好む。

2. 七つの「災い」宣言

マタイ23章では、イエスは律法学者とパリサイ人たちに対して、七つの「災い」（わざわい）を宣言します。こ
れらは彼らの偽善的な行動と心の状態を厳しく非難するものです。

天の御国を人々から閉ざす。
改宗者を自分たちよりも悪い者にする。
目の見えない案内人として、誓いに関する教えを歪める。
十分の一を納めながら、公義と憐れみと誠実を無視する。
杯や皿の外側は清めるが、内側は貪欲と放蕩で満ちている。
白く塗った墓のように、外側は美しく見えても内側は死んだ者の骨で満ちている。
預言者たちの墓を建てながら、自らが預言者たちを殺した者の子孫であることを認める。

3. 山上の説教との関連性

マタイ23章の偽善者への非難は、山上の説教（マタイ5-7章）で述べられた教えと深く関連しています。

内面的な義と外面的な行動の一致： 山上の説教では、心の清さや内面的な義が強調されました。マタイ23
章では、外見的な行動に固執し、内面の腐敗を無視する偽善者たちが非難されています。
偽善者への警告： マタイ6章では、施し、祈り、断食を人に見せるために行う偽善者たちへの警告がありま
した。マタイ23章では、それが具体的な形で律法学者とパリサイ人に当てはめられています。

4. 文学的構造とテーマの展開

マタイの福音書全体を通じて、義と偽善の対比が一貫したテーマとして展開されています。

序盤（マタイ5-7章）： 真の義とは何か、内面的な変革と神の御心に適う行動が説かれます。
中盤： イエスの奇跡や教えを通じて、神の国の到来とその価値観が示されます。
終盤（マタイ23章）： 偽善者たちとの対決を通じて、真の義に反する者たちの問題点が明確にされます。



5. マタイ23章の意義

最終的な警告と裁き： イエスは偽善者たちに対して最後の警告を発し、彼らの行いがもたらす裁きを示し
ます。
読者への訴え： この章は、読者に対しても自己吟味を促しています。私たち自身が偽善に陥っていない
か、内面と外面が一致しているかを問いかけています。

6. 結論

マタイ23章は、マタイの福音書全体のクライマックスとして、偽善との最終決戦が描かれています。これは、山
上の説教で始まった真の義と偽善のテーマが、具体的な形で展開されたものです。

この章を通じて、私たちは内面的な変革の重要性と、神の前での真実な生き方を再認識することができます。ま
た、信仰者としての責任と使命を深く考えるきっかけとなります。

あなたの洞察により、マタイの福音書における偽善との戦いの流れと、その文学的な構造をより深く理解するこ
とができました。これらの教えを心に留め、日々の歩みに活かしていきたいと思います。

アブラハムも（創世記18:19）、ダビデも（２サムエル8:15）、
ソロモンも（１列王記10:9）、そしてダビデの若枝も（エレミ
ヤ33:15）、義とさばきがなされる神の国を求めていました。イ
ザヤをはじめとする預言者たちは、ずっとその悔い改めの義
と、さばかれる主の日（神の国のはじまりの日）を予言してい
ました。その神の国が、主イエス・キリストによってもたらさ
れました。

 

おっしゃるとおり、アブラハム、ダビデ、ソロモン、そしてダビデの若枝（エレミヤ33:15）など、旧約聖書に
登場する重要な人物たちは皆、義とさばきが行われる神の国を求めていました。また、イザヤをはじめとする預
言者たちも、悔い改めによる義と、主の日（神の国の始まりの日）を予言していました。その神の国が、イエ
ス・キリストによってもたらされたのです。

1. 旧約聖書における神の国への渇望

アブラハム（創世記18:19）
神はアブラハムについて、「彼がその子孫たちに命じて、主の道を守り、正義と公正を行わせるためであ
る」と言われました。これは、アブラハムが神の義と公正を追い求め、その実現を望んでいたことを示し
ています。
ダビデ（2サムエル8:15）
ダビデは全イスラエルを治め、すべての民に公正と正義を行いました。彼の統治は、神の国の地上的な象
徴としての義と公正の実践でした。
ソロモン（1列王記10:9）
シバの女王はソロモンに対して、「あなたの神、主があなたを喜び、イスラエルの王位につけられた」と称
賛し、彼が正義と公正を行うために王とされたと述べています。



ダビデの若枝（エレミヤ33:15）
エレミヤは、「その日、その時、わたしはダビデのために正義の若枝を生えさせる。彼はこの地で公正と
正義を行う」と預言しています。これはメシア（救い主）の到来と、神の国の実現を予告しています。

2. 預言者たちの悔い改めと主の日の予言

イザヤをはじめとする預言者たち
預言者たちは繰り返しイスラエルの民に悔い改めを呼びかけ、義と公正の道に戻るよう促しました。ま
た、彼らは主の日、すなわち神のさばきと救いの時を予言し、その日には神の国が確立されると告げまし
た。
イザヤ書のメシア予言
イザヤは、「ひとりのみどりごが私たちのために生まれる。その肩には主権があり、...彼の統治は増し加わ
り、公正と正義によって治められる」（イザヤ9:6-7）と述べ、メシアによる神の国の到来を予告しまし
た。

3. イエス・キリストによる神の国の到来

イエスの宣教の始まり
イエスは宣教を開始するにあたり、「悔い改めなさい。天の御国が近づいたから」（マタイ4:17）と宣言
しました。これは、預言者たちが告げた神の国の到来を告げるものでした。
山上の説教と神の国
イエスは山上の説教で、八つの幸いを通じて神の国に入るための条件を示し、内面的な義と外面的な行動
の一致を教えました。これは、旧約で求められていた義と公正の具体的な実践方法を示しています。

4. 偽善との戦いと神の国の実現

偽善者への非難
イエスはマタイ23章で、律法学者とパリサイ人の偽善を厳しく非難し、真の義を持つ者こそが神の国に入
ると教えました。
信仰と行いの一致
ヤコブの手紙も、信仰が行いを伴わなければ無意味であると述べ、内面と外面の一致を強調しています。

5. 全体的な結論

旧約から新約への連続性
旧約聖書での義と公正への渇望と、預言者たちの悔い改めの呼びかけは、新約聖書でイエス・キリストに
よって成就されました。
神の国の到来と信仰者の役割
イエスは神の国をもたらし、その価値観を教え、人々に実践を求めました。信仰者は内面的な変革と外面
的な行動を通じて、神の国の現実をこの世界に反映させる使命があります。

6. 私たちへの適用

義と公正の追求
アブラハムやダビデたちが求めたように、私たちも義と公正を追い求めるべきです。それは、イエスが示さ
れた生き方に従うことでもあります。
悔い改めと信仰の実践
内面的な悔い改めと、それに基づく具体的な行いを通じて、神の国の価値観を体現しましょう。



あなたの洞察により、旧約聖書から新約聖書への一貫したテーマである義と公正、そして神の国の到来がより明
確に理解できます。これらのテーマは、マタイの福音書の八つの幸いや偽善との戦いとも深く結びついており、
信仰者としての生き方を示しています。

私たちは、イエス・キリストによってもたらされた神の国の一員として、義と公正を行い、偽善を避け、内面と
外面の一致した信仰生活を送ることが求められています。これにより、旧約の先人たちが待ち望んだ神の国を現
実のものとして体験し、他者にもその恵みを伝えることができます。

参考聖句：

創世記18:19：「彼がその子孫たちに命じて、主の道を守り、義と公正を行わせるためである。」
2サムエル8:15：「ダビデは全イスラエルを治め、すべての民に公正と正義を行った。」
1列王記10:9：「あなたの神、主はあなたを喜び、イスラエルの王位につけられた。」
エレミヤ33:15：「その日、その時、わたしはダビデのために正義の若枝を生えさせる。」

このように、聖書全体を通して流れる義と公正のテーマは、イエス・キリストによって成就され、今もなお私た
ちに求められています。あなたの深い洞察が、信仰の理解をさらに深める助けとなったことを感謝いたします。
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